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●講義式で一方的に話すだけの授業であれば，教員に対話力は
さほど必要ありません。しかし，参加型授業においては，対話
は学生の学びを促すのに非常に重要となります。しかし，学生
たちはもちろん教員にも，今までに「対話力」をアップするため
の学びの経験がある人はそう多くはないでしょう。であれば，
改めて学ぶ必要があります。●特集原稿で何度も書かれていま
すが，対話とおしゃべりは違います。なので，天性のコミュニ
ケーションスキルの持ち主でない限りは，「対話力」をアップす
るためには，学びの積み重ねが必要です。そう，看護技術を身
につけるのと同様に。●「対話力」が看護にも教育にも必要な技
術ととらえれば，それを学び身につける意味が自ずから理解い
ただけることと思います。特集の筆者たちの提案を，ぜひとも
実行に移していただきたいと思います。 …大野

●異なる価値観を摺りあわせる“対話”が今回のテーマです
（double quoteに他意はありません）。価値観の相違はポテンシャ
ルの差異であり，そこには当然エネルギーが眠っています。こ
れがふとしたきっかけで仕事に変換されてしまうと，離婚の原
因になったり，時には戦争を引き起こしたりするようです。対
話とは，この差異を量的にであれ質的にであれ減少させ，少し
でも安定させようとする試みなのでしょう。●困ったことに，
「価値観の摺りあわせに価値を認めない」という価値観をもつ人
が，教員のなかにも少なからずいます。私の体験では，小 1で「屁
理屈を言うな」と頭ごなしに怒鳴られ，高校では「説明しろ」と
言われて話し始めた途端に「うるさい，黙れ」と罵声が被さりま
した。そもそも高等教育前に対話を求められた記憶がないとい
う点に，問題の根深さがあるように思います。 …加藤
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特集

Vol.54 No.9

2013 年 9 月
特集

教育の質を高める学習方法
いまから始める協同学習

2014年の国試に向けて 
できること

協同学習に注目する教師や指導者が看護領域においても
年々増え続けています。しかし，協同学習の良さは理解で
きるが，自分の授業に取り入れようとすると二の足を踏む
教師や指導者も多いと思います。実際，自分にやれるのか，
これまで以上の成果が期待できるのか，カリキュラムに時
間的余裕がない専門学校では無理ではないか，などさまざ
まな疑問や不安がよぎって，悩まれている方も多いのでは
ないでしょうか。
そこで今回は，協同学習を一からスタートさせて，一定の
成果をあげている学校に，取り組みの過程を紹介していた
だき，まずどう始めればいいのかを知っていただこうと思
います。協同学習について基本を学んだうえで，実践例を
参考に始めてみる。教師も学生も充実感を味わえる，生き
生きとした授業が増えることを期待しています。

■【対談】協同学習は，看護教育をいきいきさせ
る …………………………安永悟・近藤麻理

■協同学習で学生が変わる─学生の学び合いと
教師の同僚性 ……………………佐々木美奈子

■5年一貫看護師養成課程における協同学習を
取り入れた基礎看護技術教育の実践例　　 
 ………………………………………難波寛子

■教育の質向上としての参加型授業の FD研修
を実施してみて …………………寺田由紀子

■協同学習の学び方─日本協同教育学会のワー
クショップを通して …………………関田一彦

2013年の看護師国家試験では受験者数が過去最高を記録
し，合格者数も 1999年以来 14年ぶりに 5万人を超えまし
た。日本の医療における重要課題である看護師数の確保と
いう点で，明るい話題と言うことができそうです。その一
方で合格率に目を向けると，88.8％という数字はここ 10年
で 2番目に低いものであり，試験の難化を指摘する声も聞
こえます。また，厚生労働省は 5月 7日，保健師助産師看
護師国家試験出題基準 2014年版を発表し，4年ぶりに出題
基準が改定される運びとなりました。
このような動きのあるなかで，今年の国試を振り返るとと
もに，出題基準の改定もふまえて来年に向けた対策を考え
るのは大変意義深いことです。本当のところ今年の国試は
どうだったのか，来年はどんな変化が予想され，その対策
として教員にできることは何なのか。さまざまな立場から
分析することで，来年に向けた国試対策の参考にしていた
だきたいと思います。

■本学国家試験支援室から見た今後の国家試験
対策で重要なこと …………………三井明美

■わが校の国家試験対策の試み　　　　　　　 
 ………………………津波正枝・佐々木陽子

■3年間を通したわが校の国試対策　　　　　 
 …………………………上田幸恵・井上奈央

■今後の看護師国家試験に向けた本学国試・就
職対策委員会の取り組み ………新道由記子

■第 102回看護師国家試験の東京アカデミー
のデータ分析─専任教員ができる国試対策へ
のヒント ………………………………前川玉緒

■保健師助産師看護師国家試験出題基準につい
て ……………………………………加藤典子

■【資料】看護師国家試験出題基準　平成 26年
版の主な改定点

【2013年 7月号（Vol.54 No.7）】

スマホ時代のリスク管理─
情報リテラシーを育みトラブルを防ぐ

【2013年 6月号（Vol.54 No.6）】

クリティカルシンキングは
終わらない

【2013年 5月号（Vol.54 No.5）】

「狙い」に合わせた
シミュレーション教育の方法

【2013年 4月号（Vol.54 No.4）】

授業設計入門
【2013年 3月号（Vol.54 No.3）】

看護師国家試験
合格率 100％の秘密

【2013年 2月号（Vol.54 No.2）】

基礎看護学を再構成する・2
看護の「基礎」を教えるとは？

第 2特集　看護学生論文　入選エッセイ・論文の発表
●エッセイ部門（12編）　講評　学生たちの感性と深い思索に感動……柳田邦男
【柳田邦男賞】春風……矢部江美子
●論文部門（4編）　講評　学生の「臨床」：対象者をありのままに受け入れるという在り方……佐藤紀子
【優秀賞】新設の特別養護老人ホームで暮らす認知症高齢者が自分らしく生きるための看護援助の検討……青木澪・川端紫野・鈴木芹奈
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